
授業科目名 担当講師名 対象学年 
幼児と環境 嘉原 カヲリ １年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 １（30） １年生教室 前期 不定期  不定期 

実務経験 本科目は、保育士として実務経験のある教員による講義。 

授業のキーワード 自然環境や社会環境などの具体的生活体験を重視した保育 

到達目標及び 
事前学習 

幼児教育の基本及び領域「環境」のねらいと内容を理解する。「環境とか

かわる力」の発達について理解する。また、子どもの育ちにとって大切に

されているものを知る。特に子どもの自然とのかかわりを深める保育を自

ら設定して実践的に指導できる。幼児教育の基本及び領域「環境」のねら

いと内容・変遷について学習する。「環境にかかわる力」の発達について学

び保育の実践例を通して具体的生活体験を重視した保育指導力を養い、実

践上の留意点を考慮した総合的な指導力を養う。 

１ 保育の基本と保育内容 

２ 領域「環境」のねらいと内容 

３ 「環境とかかわる力」への発達 

４ 「環境とかかわる力」への理解 

５ 領域「環境」と保育方法 

６ 領域「環境」の変遷 

７ 領域「環境」と保育の実際Ⅰ（自然・身近な物） 

８        〃 

９ 領域「環境」と保育の実際Ⅱ（文字・数量・地域社会） 

１０         〃 

１１ 領域「環境」と実践上の留意点Ⅰ（自然） 

１２         〃 

１３ 領域「環境」と実践上の留意点Ⅱ（身近な物・文字・数量） 

１４        〃 

１５ まとめ（終講試験） 

履修上の要件  

テキスト、教材、 
参考書 

保育内容「環境」（ミネルヴァ） 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

使用機器等  

成績評価の方法 レポート、筆記試験 

備考  

 


